
二
〇
二
一
年
度
定
時
評
議
員
会
が
三
月

十
三
日（
土
）に
札
幌
市
内
の
「
札
幌
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
で
開
催
す
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
ら
れ
ず
ま
た
道
内
各
地
に
も
感

染
が
広
が
る
状
況
か
ら
、
当
連
も
感
染
防

止
一
環
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
二
回

目
の
書
面
決
議
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

す
。議

題
は
、
各
種
事
項
の
報
告
及
び
承
認

案
件
、
協
議
事
項
な
ど
が
無
事
書
面
採
択

さ
れ
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

以
下
は
、
二
〇
二
一
年
度
の
主
な
各
部

の
事
業
推
進
計
画
で
す
。

①

総
務
部
事
業
推
進

・
引
続
き
健
全
な
組
織
運
営
と
安
定
的

な
財
政
運
営
に
向
け
た
、
見
直
し
や

検
討
を
行
い
軟
式
野
球
を
通
し
た

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
育
成
と
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

・
適
宜
、
規
約
・
規
程
等
の
見
直
し
を

行
い
、
支
部
と
の
連
携
を
強
め
な
が

ら
、
組
織
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。ま
た
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令

順
守
等
）
の
意
識
向
上
と
取
り
組
み

の
強
化
を
行
い
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
軟
式
野
球
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
は
法
人
化
に
向
け
た
諸
準
備

を
進
め
ま
す
。

・
会
員
へ
の
周
知
事
項
や
大
会
速
報
な

ど
的
確
な
情
報
の
提
供
や
共
有
に
向

け
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
報
等
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
引
続
き
北

海
道
大
会
な
ど
に
お
け
る
「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
を
講
じ
、

安
全
で
円
滑
な
大
会
運
営
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

・
「
公
認
記
録
員
」
や
「
放
送
員
」
の

要
請
に
向
け
た
講
習
会
の
開
催
な
ど

ス
ム
ー
ズ
な
大
会
運
営
に
向
け
た
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

②

育
成
強
化
部
事
業
推
進

・
成
長
期
の
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
予
防
・
指

導
者
講
習
会
、
少
年
野
球
指
導
者
研

修
会
の
実
施

・
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
野
球
協
議

会
と
連
携
を
図
る

③

審
判
部
事
業
推
進

・
支
部
及
び
地
区
審
判
講
習
会
の
実
施

に
よ
る
審
判
員
の
資
質
向
上
と
技
術

の
普
遍
化
を
図
る

・
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
全
軟
連
審

判
技
術
指
導
員
研
修
会
へ
の
技
術
指

導
員
の
派
遣

・
技
術
指
導
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

へ
の
参
加

・
公
認
審
判
員
試
験
の
実
施

・
審
判
部
役
員
、
技
術
委
員
、
支
部
審

判
部
長
、
支
部
技
術
員
合
同
会
議
と

研
修
会
の
実
施

な
お
、
二
〇
一
九
年
度
の
連
盟
功
績
賞

受
賞
者
二
名
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て

二
〇
二
一
年
度
の
定
時
評
議
員
会
に
て
表

彰
を
行
う
予
定
で
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

定
時
評
議
員
会
の
開
催
が
本
年
度
も
中
止

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
二
〇
二
〇
年
度
の

連
盟
功
績
賞
受
賞
者
三
名
と
合
わ
せ
表
彰

盾
と
記
念
品
を
推
薦
い
た
だ
い
た
当
該
支

部
へ
お
送
り
し
本
人
に
手
渡
し
を
お
願
い

を
い
た
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
は
、
あ
ら
た
め
て
永
年
の
ご
功
績
に
対

し
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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清水為一 氏

昭和２０年
１月１２日生

小林 彰 氏

昭和２３年
５月５日生

藤原栄一 氏

昭和４０年
３月１日生

林 裕樹 氏

昭和５０年
４月９日生

高橋 誠 氏

昭和２７年
１２月１２日生

☆

道
連
の
新
し
い
次
期
役
員
推

薦
選
考
委
員
が
決
ま
る

☆

〜
委
員
長
に
竹
内
氏
（
後
志
支
部
評
議
員
）・

副
委
員
長
に
李
沢
氏
（
旭
川
支
部
評
議
員
）
〜

来
年
は
、道
連
の
改
選
期（
二
〇
二
二
・

二
〇
二
三
年
度
期
）
に
あ
た
り
ま
す
、
新

し
く
六
名
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
評
議
員
の
中
か

ら
役
員
選
考
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

道
南
ブ
ロ
ッ
ク

竹
内

恒
雄
氏

（
後
志
支
部
評
議
員
）

道
央
ブ
ロ
ッ
ク

高
橋

潤
也
氏

（
札
幌
支
部
評
議
員
）

道
央
南
ブ
ロ
ッ
ク

穴
田

昇
氏

（
苫
小
牧
支
部
評
議
員
）

道
北
ブ
ロ
ッ
ク

李
沢

幸
悦
氏

（
旭
川
支
部
評
議
員
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ロ
ッ
ク

三
野

悦
克
氏

（
北
見
支
部
評
議
員
）

道
東
ブ
ロ
ッ
ク

梅
村

紀
夫
氏

（
十
勝
支
部
評
議
員
）

以
上
の
方
々
で
す
。

何
か
と
お
忙
し
い
中
ご
苦
労
か
け
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

総
務
部
）

新
し
い
各
支
部
・
副
理
事
長
・
評
議
員
・
技
術
員
等
の
紹
介

千
歳
支
部

副
理
事
長

平
成
７
年

二
級
公
認
審
判
員

平
成
９
年

一
級
公
認
審
判
員

平
成
２９
年

千
歳
支
部

理
事

令
和
３
年

千
歳
支
部
副
理
事
長

千
歳
支
部

評
議
員

昭
和
５８
年

二
級
公
認
審
判
員

昭
和
６２
年

一
級
公
認
審
判
員

平
成
３１
年

千
歳
支
部
副
審
判
部
長
・
理

事

令
和
３
年

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
千
歳

支
部
評
議
員

南
空
知
支
部

評
議
員

平
成
２５
年

一
級
公
認
審
判
員

平
成
２８
年

月
形
町
軟
式
野
球
連
盟
理
事

長

平
成
２８
年

南
空
知
支
部
理
事

令
和
３
年

南
空
知
支
部
評
議
員

北
空
知
支
部

技
術
員

平
成
２５
年

二
級
公
認
審
判
員

平
成
２７
年

北
空
知
支
部
事
務
局
次
長

令
和
元
年

一
級
公
認
審
判
員

令
和
３
年

北
空
知
支
部
技
術
員

旭
川
支
部

監
事

令
和
３
年

旭
川
支
部
監
事

※
名
門
ブ
リ
ー
ズ
ン
の
監
督
を
務
め
る
人

望
の
厚
い
人
で
、
旭
川
支
部
を
支
え
て

く
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

（
旭
川
支
部

安
井
総
務
部
長
談
）
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千
歳
支
部

「
千
歳
支
部
審
判
講
習
会
を

開
催
！
」

千
歳
市
に
は
珍
し
く
汗
ば
む
陽
気
に
恵

ま
れ
た
四
月
二
十
九
日（
木
）、
三
十
名
の

参
加
で
令
和
三
年
度
千
歳
支
部
審
判
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
し
た
た
め
開
催
に
あ
た
り
検
温

を
始
め
最
大
限
の
感
染
症
対
策
を
と
り
実

施
し
ま
し
た
。

千
歳
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
座
学
に

続
き
実
技
会
場
の
青
葉
球
場
で
は
限
ら
れ

た
時
間
内
で
実
り
あ
る
内
容
と
す
べ
く
鳴

海
審
判
部
長
、
菊
地
技
術
員
の
苦
心
の
時

間
割
に
よ
り
準
備
体
操
か
ら
最
後
の
キ
ャ

ン
プ
ゲ
ー
ム
迄
充
実
し
た
講
習
と
な
り
ま

し
た
。
冬
眠
か
ら
覚
め
た
皆
さ
ん
が
年
齢

の
割
に
？
生
き
生
き
し
た
動
き
を
見
せ
る

傍
で
若
手
の
審
判
員
が
溌
溂
と
し
た
パ
フ

オ
―
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
事
前
に
座
学
を
終
え
た
学
童
審
判
員
に

は
ベ
テ
ラ
ン
が
基
本
動
作
を
指
導
し
約
４

時
間
に
及
ぶ
講
習
会
を
無
事
終
え
ま
し

た
。

（
千
歳
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー
・
清
水
為
一
）

小
樽
支
部

「
新
チ
ー
ム
紹
介『
北
崎
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
』」

今
年
度
か
ら
小
樽
支
部
に
登
録
す
る

「
北
崎
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
」で
す
。北
崎
シ
ー

レ
ッ
ク
ス
は
、
小
樽
市
奥
沢
で
燃
料
販
売

を
主
に
営
む
「
北
崎
商
店
」
が
、
奥
沢
小

学
校
を
巣
立
っ
た
野
球
少
年
を
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
地

域
に
応
援
し
て
も
ら
え
る
野
球
チ
ー
ム
を

目
指
し
、
北
崎
商
店
の
前
面
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
も
と
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。
練

習
は
、
基
本
的
に
平
日
の
夜
ま
た
は
公
園

グ
ラ
ン
ド
の
空
き
時
間
を
利
用
し
た
練
習

試
合
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。
悩
み
は
、

選
手
全
員
の
勤
務
先
が
異
な
る
の
で
全
員

揃
っ
て
練
習
す
る
こ
と
が
適
わ
な
い
と
こ

―３―



ろ
で
す
が
、
野
球
に
対
す
る
情
熱
と
幼
い

頃
か
ら
の
強
い
絆
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
、
ま
ず
は
一
勝
、
で
き

れ
ば
全
道
大
会
で
自
分
た
ち
の
今
の
実
力

を
推
し
量
か
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
中
心
選
手
が
二
十
代
と
若
い
チ
ー
ム

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
地
域
の

方
々
に
野
球
を
通
じ
て
勇
気
を
与
え
る
こ

と
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
監
督

見
山
義
秋
）

南
空
知
支
部

「
二
〇
二
一
年
度

シ
ー
ズ
ン
に

向
け
審
判
講
習
会
を
開
催
」

五
月
二
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
を
徹
底
し
、
美
唄
市
営
球
場
に

お
い
て
地
元
チ
ー
ム
の
ご
協
力
を
頂
き
、

南
空
知
支
部
各
連
盟
四
名
程
度
に
参
加
者

を
絞
り
三
十
二
名
で
、
年
度
は
じ
め
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

座
学
で
は
、
本
年
度
の
規
則
及
び
競
技

者
必
携
等
の
改
正
点
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
事

例
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。実

技
は
、
四
班
に
分
か
れ
、
球
審
の
構

え
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
や
各
塁
審
で
の

基
本
的
な
動
き
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

特
に
球
審
で
は
、
投
球
判
定
時
に
顔
を

動
か
し
た
り
せ
ず
、
目
の
動
き
だ
け
で

ボ
ー
ル
を
追
う
動
作
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
）

を
確
認
す
る
な
ど
、
人
数
を
絞
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
各
人
の
繰
り
返
し
時
間
の
確

保
、
具
体
的
で
効
果
的
な
講
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た

質
問
が
出
る
な
ど
、
各
審
判
員
が
熱
心

に
、
こ
の
講
習
会
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

勢
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
度
に
お
い
て
は
、
各
種
大

会
で
の
適
正
か
つ
公
平
な
判
定
に
加
え
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
選
手
が
安
全

で
安
心
し
て
試
合
に
臨
め
る
よ
う
環
境
づ

く
り
に
も
、
配
慮
し
な
が
ら
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
南
空
知
支
部

西
脇
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

旭
川
支
部

「
少
年
野
球
指
導
者
講
習
会
の
開
催
」

二
〇
二
一
年
二
月
六
日（
土
曜
日
）
鷹

栖
町
北
野
住
民
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
た
。

長
野
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
講
習
に
入
る
。

講
演
一

「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
倫
理
―

倫
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
中
心
に
」
と
題
し

て
当
支
部
の
李
沢
幸
悦
氏
で
昔
と
は
違
う

指
導
方
法
や
過
去
の
事
例
な
ど
で
あ
っ

た
。

講
演
二

「
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
＆
熱
中
症

対
策
」
大
塚
製
薬
事
業
部
課
長
補
佐

竹

川

悟
氏

水
分
を
早
く
吸
収
す
る
適
温
は
？
的
確

な
対
処
方
法
な
ど
で
あ
っ
た
。

講
演
三

「
学
童
期
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
動
機
づ
け
」
国
立
大
学
法
人

北
海

道
教
育
大
学

准
教
授
博
士
（
体
育
学

科
）
小
谷
克
彦
先
生
の
講
演
で
、
子
供
の

心
理
を
追
求
し
た
素
晴
ら
し
い
内
容
で

あ
っ
た
。

講
義
四

「
障
害
予
防
の
た
め
の
コ
ン
デ

シ
ョ
ニ
ン
グ
」
大
西
病
院

理
学
療
法
士

大
迫
伸
也
先
生

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た

肘
＆
フ
ィ

ジ
カ
ル
カ
ル
検
診
の
集
約
で
あ
っ
た
。
身

体
の
柔
軟
性
が
い
か
に
大
切
か
を
力
説
さ

れ
て
い
た
。

講
義
五

「
歯
と
ス
ポ
ー
ツ
〜
デ
ー
タ
か

ら
見
た
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
必
要
性
」
松
田

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
長

松
田
昌
紀
先

生

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
で
歯
の
食
い
し
ば
り

を
よ
り
一
層
強
く
で
き
る
。
子
供
は
成
長

す
る
の
で
毎
年
作
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
。
等
で
あ
っ
た
。

以
上
有
意
義
な
五
講
義
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
指
導
者
講
習
を
継
続

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
会
を
企
画
し
て
い
た
だ
い
た
関
係

諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
リ
ポ
ー
タ
ー

旭
川
支
部

少
年
部
長

大
澤
秀
二
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

旭
川
支
部

「
二
〇
二
一
年
度

旭
川
支
部

審
判
技
術
講
習
会
の
開
催
」

二
〇
二
一
年
四
月
十
八
日
、
東
光
ド

密にならないように距離を取っての講習風景です

―４―



リ
ー
ム
球
場
に
て
、
旭
川
支
部
審
判
実
技

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
で
し
た

ら
、
雨
天
の
場
合
に
備
え
屋
内
施
設
も
用

意
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
折
か
ら
の
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
か
ら
屋

外
で
の
実
施
の
み
を
企
画
し
ま
し
た
。

五
十
嵐
技
術
員
を
中
心
に
支
部
指
導
ス

タ
ッ
フ
が
何
度
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
九
時
か
ら
十
五
時
ま
で
の
予
定
で
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
当
日
に
の
ぞ
み
ま
し

た
。
が
、
当
日
の
天
候
は
雨
。
残
念
な
が

ら
十
一
時
に
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
状
況
の
中
で
し
た
が
四
十
二
名
の
審

判
員
に
参
加
い
た
だ
き
、
ま
た
一
般
チ
ー

ム
二
チ
ー
ム
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
皆

真
剣
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
次
第
で
大
会
運
営
も

大
変
な
状
況
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
私
た
ち
審
判
員
は
常
に
最
善
の
ジ

ャ
ッ
ジ
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
、
日
ご
ろ

か
ら
技
術
向
上
に
努
め
る
よ
う
新
た
な
決

意
を
も
っ
て
今
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
旭
川
支
部

山
口
政
人
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

留
萌
支
部

「
熱
中
症
に
注
意
し
、

プ
レ
イ
・
べ
ー
ス
ボ
ー
ル
」

令
和
三
年
四
月
十
一
日（
土
）十
三
時
三

十
分
か
ら
苫
前
町
公
民
館
で
、
北
海
道
軟

式
野
球
連
盟
留
萌
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。

会
議
冒
頭
、
支
部
長
中
村
正
幸
（
留

萌
）
か
ら
「
昨
年
は
、
各
連
盟
の
協
力
の

も
と
コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮
い
た
だ
き
、
一

人
も
感
染
者
を
出
さ
ず
に
試
合
が
で
き

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
は
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
は
あ

る
。
支
部
と
し
て
最
善
の
注
意
を
払
い
、

野
球
人
と
し
て
で
き
る
限
り
の
対
策
を
進

め
て
い
き
た
い
。
各
連
盟
の
ご
協
力
を
頂

き
、
予
定
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。」
と
挨
拶
。

事
業
計
画
、
予
算
等
の
審
議
の
後
、
石

見
正
巳
技
術
員
か
ら
野
球
規
則
改
正
の
報

告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
道
北
五
支
部
で
取
り
組
ん
で

い
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
「
ベ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
た
め
の
水
分
補
給
」
と
題

し
、
大
塚
製
薬
㈱
の
竹
川
智
氏
が
講
演
。

「
道
産
子
は
、
熱
中
症
に
対
す
る
危
機

感
が
薄
い
と
の
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。

赤
ら
顔
、
目
の
焦
点
が
合
わ
な
い
、
名
前

を
呼
ん
で
も
返
事
が
で
き
な
い
な
ど
の
症

状
が
見
ら
れ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
救
急
車

の
要
請
を
勧
め
る
。」と
講
演
を
行
っ
た
。

同
行
し
た
旭
川
支
部
理
事
長
竹
本
功
氏

は
、「
こ
の
講
習
会
は
、
留
萌
支
部
を
皮

切
り
に
、
道
北
五
支
部
で
順
次
開
催
し
て

い
く
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
審
判
と
し
て
選

手
の
体
調
管
理
に
留
意
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
た
。

こ
の
講
演
を
受
け
、
各
連
盟
に
お
い
て

は
地
元
チ
ー
ム
や
指
導
者
、
保
護
者
に
、

「
熱
中
症
対
策
に
は
、
深
部
体
温
を
下
げ

る
必
要
が
あ
る
。
従
来
は
、
動
脈
を
冷
や

す
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
、
足
の
裏
、
手
の
ひ
ら
、
ほ
ほ
を
冷
や

す
こ
と
が
効
果
的
。」
等
の
対
応
を
伝
え

て
い
く
予
定
。

（
留
萌
支
部
理
事
長

辨
開
淳
美
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

十
勝
支
部

「
十
勝
支
部
審
判
講
習
会
」

五
月
九
日（
日
）十
勝
管
内
所
属
の
審
判

員
及
び
学
校
関
係
者
、
総
勢
八
十
名
ほ
ど

の
参
加
に
よ
り
帯
広
の
森
平
和
球
場
に
て

審
判
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
実
施
前
の

検
温
消
毒
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
等

講
習
会
以
外
の
確
認
作
業
が
役
員
を
苦
し

め
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

―５―



内
容
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮

し
、
規
則
改
正
と
重
要
項
目
に
つ
い
て
座

学
と
実
技
を
行
い
、
午
前
中
で
終
了
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
感
覚
が
戻

ら
ず
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
方
が
多
い
よ
う

で
し
た
が
、
次
第
に
体
が
動
く
よ
う
に
な

り
、
何
と
か
実
戦
形
式
ま
で
持
ち
込
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
を
通
じ
、
受
講
さ
れ
た

方
々
の
真
剣
な
眼
差
し
が
携
わ
る
我
々
関

係
者
も
、
更
な
る
底
辺
の
拡
大
に
努
力
し

な
け
れ
ば
と
思
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ

で
す
。（

十
勝
支
部
事
務
局

加
藤
和
博
）

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
審
判
部

本
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
ま
る

兆
し
も
な
く
、
ま
す
ま
す
猛
威
を
奮
っ
て

お
り
ま
す
。
関
係
す
る
会
議
が
軒
並
み
中

止
に
な
る
中
で
、
四
月
三
日
に
札
幌
市
で

開
催
を
予
定
し
て
い
た
支
部
審
判
部
長
会

議
と
技
術
員
会
議
及
び
講
習
会
を
旭
川
支

部
の
協
力
に
よ
り
予
定
通
り
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

審
判
部
長
会
議
で
は
、
二
〇
二
〇
年
の

報
告
と
二
〇
二
一
年
の
事
業
報
告
等
を
説

明
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
支
部
が

抱
え
る
審
判
員
の
高
齢
化
及
び
担
い
手
不

足
等
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
有
意
義
な

会
議
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
簡

単
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
道
連
審
判
部
と
の
連
携
を
深
め
、
よ

り
良
い
方
向
に
進
め
る
べ
き
努
力
す
る
こ

と
で
一
致
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
代
表
審
判
部
長
を
専
任
し

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

道
連
審
判
部
も
支
部
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
行
い
、
現
状
を
把
握
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
広
範
囲
に
な

り
ま
す
の
で
代
表
審
判
部
長
に
協
力
が
得

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
内
支
部
か
ら
の
意
見
・
要
望
等
の
集

約
も
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。何

れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍

で
各
支
部
で
も
ご
苦
労
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
大
会
等
が
無
事

に
終
わ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
共
に
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―６―



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
育
成
強
化
部

二
〇
二
〇
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
育
成
強

化
部
全
て
の
事
業
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。二

〇
二
一
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
１

月
に
部
会
を
開
き
事
業
計
画
、
予
算
等
も

含
め
て
準
備
し
ま
し
た
が
そ
の
後
、
昨
年

度
と
同
じ
く
事
業
が
停
止
し
て
い
る
現
状

で
す
。

道
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
解
除
に
な

り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
早
く
皆
さ
ん
が
二

回
接
種
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。早

く
普
通
の
生
活
に
戻
り
た
い
で
す

ね
。

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

一
・
二
〇
二
一
年
度
北
海
道
大
会
の
一
部

日
程
の
及
び
申
込
期
限
変
更
に
つ
い
て

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
を
勘
案
し
、
二
〇
二
一
年
六

月
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
の
大
会
日
程
に
つ

い
て
下
記
の
と
お
り
一
部
変
更
い
た
し
ま

し
た
の
で
承
知
願
い
ま
す
。（
当
連
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

ま
た
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
、
大
会
の
日
程
に
変
更

又
は
中
止
も
検
討
さ
れ
ま
す
。

な
お
、「
第
五
十
回
全
道
少
年
軟
式
野

球
大
会
」
の
会
場
が
当
初
「
札
幌
つ
ど
ー

む
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
札
幌

市
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接

種
会
場
に
指
定
さ
れ
た
た
め
八
月
一
日

（
日
）か
ら
札
幌
市
東
区
「
美
香
保
公
園
野

球
場
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」
で
の
開
催
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

―７―



二
・
「
二
〇
二
一
年
度
支
部
理
事
長
連
絡

会
議
」
の
開
催
予
定

日
時：
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
四
日（
日
）

午
後
一
時
三
十
分

場
所：

道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

二
階

講
堂

（
駐
車
場
の
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
公
共
交
通
機
関
を
利
用
願
い
ま

す
）

な
お
、
同
日
会
議
前
に
「
役
員
選
考
委

員
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
総
務
部
）

編編
集集
後後
記記

二
〇
二
一
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
全
国
大
会
の

中
止
な
ど
、
考
え
て
も
み
な
か
っ
た

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
感
染
が
拡

大
し
、
厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
な
か
で
も
感
染
リ
ス

ク
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
感
染
予
防

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
な
が

ら
、
出
来
る
限
り
の
大
会
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な

い
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
運
動
を
し
て

健
康
に
暮
ら
し
て
行
く
こ
と
も
必
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

野
球
に
限
ら
ず
、
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ

に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
大
会
運
営
に

は
感
染
拡
大
防
止
を
考
え
無
観
客
試
合

に
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
設

け
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。選

手
た
ち
の
躍
動
す
る
姿
を
近
く
で

見
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
応
援
す
る

側
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
プ

レ
ー
す
る
選
手
に
と
っ
て
も
残
念
な
気

持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
仕
方
が
な
い
こ
と
で
す
。

誰
も
経
験
の
な
い
こ
の
状
況
の
中

で
、
好
き
な
野
球
を
プ
レ
ー
出
来
る
こ

と
を
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
対
戦
相
手
な

ど
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
感
謝
し
て
、

一
人
一
人
が
よ
り
一
層
の
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
（
尊
重
・
勇
気
・
覚
悟
）
を

発
揮
し
、
フ
ェ
ア
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

な
が
ら
、
こ
の
大
変
な
シ
ー
ズ
ン
を
乗

り
越
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
部

小
川

敏
也
）
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